
検査又は調査の結果(令和5年度)

検査等年月日 鉱山名 鉱種 操業状態 検査等内容 結果 措置内容

5月18日～5月19日 新滝根 石灰石 稼行 鉱山保安法第47条第1項に基づき、集積場の保守管理状況等について立入検査を行った。 適 なし

5月31日～6月2日 細倉 金属 稼行 鉱山保安法第47条第1項に基づき、鉱山からの排水が基準に適合しているか立入検査を行った。 適 なし

5月31日～6月2日 細倉 金属 稼行 鉱山保安法第47条第1項に基づき、集積場の保守管理状況等について立入検査を行った。 適 なし

6月21日～6月23日 小坂 金属 稼行 鉱山保安法第47条第1項に基づき、鉱山からの排水が基準に適合しているか立入検査を行った。 不適 法令手続き(特定施設の使用開始届)について指導した。

6月21日～6月23日 小坂 金属 稼行 鉱山保安法第47条第1項に基づき、集積場の保守管理状況等について立入検査を行った。 適 なし

6月28日 田子倉 金属 廃止 鉱山保安法第39条第1項に基づき、鉱業を実施したことにより生ずる危害及び鉱害を防止するための必要な設備をすることを命ずるか否か
について調査を行った。

不適 保安業務の実施(坑口閉そく)について指導した。

6月29日～6月30日 古遠部 金属 休止 鉱山保安法第47条第1項に基づき、鉱山からの排水が基準に適合しているか立入検査を行った。 適 なし

6月29日～6月30日 古遠部 金属 休止 鉱山保安法第47条第1項に基づき、集積場の保守管理状況等について立入検査を行った。 適 なし

7月5日～7月7日 尾去沢 金属 休止 鉱山保安法第47条第1項に基づき、鉱山からの排水が基準に適合しているか立入検査を行った。 適 なし

7月12日～7月13日 白竜 石灰石 稼行 鉱山保安法第47条第1項に基づき、現況調査により判明した保安を害する要因を鉱業権者が適正に評価し、その結果が保安規程に反映さ
れる体制となっているか、保安規程及び鉱業上使用する工作物等の技術基準が遵守されているかについて立入検査を行った。

不適 保安業務の実施(通路整備、機械器具の整備、保安教育)について指導した。

7月12日～7月14日 温川 金属 休止 鉱山保安法第47条第1項に基づき、鉱山からの排水が基準に適合しているか立入検査を行った。 不適 排水基準値(Pb)の遵守について、指導した。

7月13日～7月14日 遠忠馬場 非金属 稼行 鉱山保安法第47条第1項に基づき、現況調査により判明した保安を害する要因を鉱業権者が適正に評価し、その結果が保安規程に反映さ
れる体制となっているか、保安規程及び鉱業上使用する工作物等の技術基準が遵守されているかについて立入検査を行った。

不適 保安業務の実施(通路整備、クレーンの技術基準遵守、自動車の技術基準遵守)について指導した。

7月13日～7月14日 花岡 金属 休止 鉱山保安法第47条第1項に基づき、集積場の保守管理状況等について立入検査を行った。 不適 保安業務の実施(集積場の維持・管理)について指導した。

7月19日～20日 新浪板 非金属 稼行 鉱山保安法第47条第1項に基づき、現況調査により判明した保安を害する要因を鉱業権者が適正に評価し、その結果が保安規程に反映さ
れる体制となっているか、保安規程及び鉱業上使用する工作物等の技術基準が遵守されているかについて立入検査を行った。

適 なし

7月20日～21日 大槌 非金属 稼行 鉱山保安法第47条第1項に基づき、現況調査により判明した保安を害する要因を鉱業権者が適正に評価し、その結果が保安規程に反映さ
れる体制となっているか、保安規程及び鉱業上使用する工作物等の技術基準が遵守されているかについて立入検査を行った。

不適 法令手続き(特定施設の届出)について指導した。

7月26日 江刺 非金属 休止 鉱山保安法第47条第1項に基づき、集積場の保守管理状況等について立入検査を行った。 適 なし

7月26日～7月28日 大船渡 石灰石 稼行 鉱山保安法第47条第1項に基づき、現況調査により判明した保安を害する要因を鉱業権者が適正に評価し、その結果が保安規程に反映さ
れる体制となっているか、保安規程及び鉱業上使用する工作物等の技術基準が遵守されているかについて立入検査を行った。

不適 保安業務の実施(通路整備)について指導した。

7月27日～7月28日 野田玉川 金属 休止 鉱山保安法第47条第1項に基づき、鉱山からの排水が基準に適合しているか立入検査を行った。 不適 保安業務の実施(坑廃水の処理、鉱業廃棄物の処理)及び法令手続き(特定施設の届出)について指導した。

8月2日～8月3日 長坂 石灰石 稼行 鉱山保安法第47条第1項に基づき、現況調査により判明した保安を害する要因を鉱業権者が適正に評価し、その結果が保安規程に反映さ
れる体制となっているか、保安規程及び鉱業上使用する工作物等の技術基準が遵守されているかについて立入検査を行った。

適 なし

8月3日～8月4日 鷹生 石灰石 稼行 鉱山保安法第47条第1項に基づき、現況調査により判明した保安を害する要因を鉱業権者が適正に評価し、その結果が保安規程に反映さ
れる体制となっているか、保安規程及び鉱業上使用する工作物等の技術基準が遵守されているかについて立入検査を行った。

不適 法令手続き(作業監督者の届出)及び保安業務の実施(車両系鉱山機械の技術基準遵守、火薬類の取扱い、回転体のカバー)
について指導した。

8月8日 鷲合森 金属 休止 鉱山保安法第47条第1項に基づき、集積場の保守管理状況等について立入検査を行った。 不適 保安業務の実施(集積場の点検)について指導した。

8月9日 温川 金属 休止 鉱山保安法第47条第1項に基づき、鉱山からの排水が基準に適合しているか立入検査を行った。 適 なし

8月23日 鉛山(大湯
地区)

金属 休止 金属鉱業等鉱害対策特別措置法第36条第1項に基づき、鉱害防止業務の実施状況等について立入検査を行った。 適 なし

8月23日～8月24日 板谷 非金属 稼行 鉱山保安法第47条第1項に基づき、集積場の保守管理状況等について立入検査を行った。 不適 保安業務の実施(集積場の維持・管理)について指導した。

8月23日～8月24日 新滝根 石灰石 稼行 鉱山保安法第47条第1項に基づき、現況調査により判明した保安を害する要因を鉱業権者が適正に評価し、その結果が保安規程に反映さ
れる体制となっているか、保安規程及び鉱業上使用する工作物等の技術基準が遵守されているかについて立入検査を行った。

不適 保安業務の実施(粉じんの処理)について指導した。

8月24日～8月25日 大滝根 石灰石 稼行 鉱山保安法第47条第1項に基づき、現況調査により判明した保安を害する要因を鉱業権者が適正に評価し、その結果が保安規程に反映さ
れる体制となっているか、保安規程及び鉱業上使用する工作物等の技術基準が遵守されているかについて立入検査を行った。

不適 法令手続き(保安規程の届出)及び保安業務の実施(車両系鉱山機械の技術基準遵守、通路整備、回転体のカバー、火気の
取扱い)について指導した。

8月30日～8月31日 鷹生 石灰石 稼行 鉱山保安法第47条第1項に基づき、集積場の保守管理状況等について立入検査を行った。 不適 保安業務の実施(捨石等の処理、集積場の維持・管理、保安規程の見直し、作業監督者の選任)及び法令手続き(特定施設の
届出)について指導した。

8月30日～8月31日 松川石灰 石灰石 稼行 鉱山保安法第47条第1項に基づき、現況調査により判明した保安を害する要因を鉱業権者が適正に評価し、その結果が保安規程に反映さ
れる体制となっているか、保安規程及び鉱業上使用する工作物等の技術基準が遵守されているかについて立入検査を行った。

不適 保安業務の実施(火気の取扱い、回転体のカバー、ベルトコンベアからの落鉱防止)について指導した。

8月31日～9月1日 厳美石灰 石灰石 稼行 鉱山保安法第47条第1項に基づき、現況調査により判明した保安を害する要因を鉱業権者が適正に評価し、その結果が保安規程に反映さ
れる体制となっているか、保安規程及び鉱業上使用する工作物等の技術基準が遵守されているかについて立入検査を行った。

不適 保安業務の実施(消火訓練)について指導した。

9月1日 八総(木戸) 金属 廃止 鉱山保安法第47条第1項に基づき、鉱山からの排水が基準に適合しているか立入検査を行った。 適 なし

9月4日 仙人 金属 休止 鉱山保安法第47条第1項に基づき、鉱山からの排水が基準に適合しているか立入検査を行った。 適 なし

9月4日 仙人 金属 休止 金属鉱業等鉱害対策特別措置法第36条第1項に基づき、鉱害防止業務の実施状況等について立入検査を行った。 適 なし

9月13日～9月14日 大石田 非金属 稼行 鉱山保安法第47条第1項に基づき、鉱山からの排水が基準に適合しているか立入検査を行った。 適 なし

9月13日～9月14日 大石田 非金属 稼行 鉱山保安法第47条第1項に基づき、集積場の保守管理状況等について立入検査を行った。 適 なし

9月13日、9月15日 大石田 非金属 稼行 鉱山保安法第47条第1項に基づき、現況調査により判明した保安を害する要因を鉱業権者が適正に評価し、その結果が保安規程に反映さ
れる体制となっているか、保安規程及び鉱業上使用する工作物等の技術基準が遵守されているかについて立入検査を行った。

不適 保安業務の実施(車両系鉱山機械の管理)について指導した。



9月19日～9月20日 滝沢 非金属 稼行 鉱山保安法第47条第1項に基づき、現況調査により判明した保安を害する要因を鉱業権者が適正に評価し、その結果が保安規程に反映さ
れる体制となっているか、保安規程及び鉱業上使用する工作物等の技術基準が遵守されているかについて立入検査を行った。

不適 保安業務の実施(保安規程変更手続き、電気工作物の管理、クレーンの技術基準遵守)について指導した。

9月20日 興北 金属 廃止 鉱山保安法第47条第1項に基づき、鉱山からの排水が基準に適合しているか立入検査を行った。 適 なし

9月28日～9月29日 八谷 金属 休止 鉱山保安法第47条第1項に基づき、集積場の保守管理状況等について立入検査を行った。 適 なし

10月5日～10月6日 象潟 石油・天
然ガス

稼行 鉱山保安法第47条第1項に基づき、現況調査により判明した保安を害する要因を鉱業権者が適正に評価し、その結果が保安規程に反映さ
れる体制となっているか、保安規程及び鉱業上使用する工作物等の技術基準が遵守されているかについて立入検査を行った。

不適 保安業務の実施(老朽設備の整備、措置の確認・評価、パイプラインの点検、保安教育、災害時訓練)について指導した。

10月5日～10月6日 金浦 石油・天
然ガス

稼行 鉱山保安法第47条第1項に基づき、現況調査により判明した保安を害する要因を鉱業権者が適正に評価し、その結果が保安規程に反映さ
れる体制となっているか、保安規程及び鉱業上使用する工作物等の技術基準が遵守されているかについて立入検査を行った。

不適 保安業務の実施(老朽設備の整備、措置の確認・評価、パイプラインの点検、保安教育、災害時訓練)について指導した。

10月12日 真野 金属 稼行 鉱山保安法第47条第1項に基づき、現況調査により判明した保安を害する要因を鉱業権者が適正に評価し、その結果が保安規程に反映さ
れる体制となっているか、保安規程及び鉱業上使用する工作物等の技術基準が遵守されているかについて立入検査を行った。

不適 法令手続き(作業監督者の解任届)及び保安業務の実施(車両系鉱山機械の点検、保安規程の見直し)について指導した。

10月12日～10月13日 和賀仙人
松川

石灰石 稼行 鉱山保安法第47条第1項に基づき、鉱山からの騒音が基準に適合しているか立入検査を行った。 適 なし

10月12日～10月13日 松川石灰 石灰石 稼行 鉱山保安法第47条第1項に基づき、鉱山からの騒音が基準に適合しているか立入検査を行った。 適 なし

10月13日 東鉄松川 石灰石 稼行 鉱山保安法第47条第1項に基づき、鉱山の作業場における粉じんの基準適合及び保守管理状況について立入検査を行った。 不適 保安業務の実施(粉じんの処理)について指導した。

10月17日～10月19日 尻屋 石灰石 稼行 鉱山保安法第47条第1項に基づき、現況調査により判明した保安を害する要因を鉱業権者が適正に評価し、その結果が保安規程に反映さ
れる体制となっているか、保安規程及び鉱業上使用する工作物等の技術基準が遵守されているかについて立入検査を行った。

不適 法令手続き(特定施設の届出)及び保安業務の実施(電気工作物の管理・測定、現況調査)について指導した。

10月18日～10月20日 小坂 金属 稼行 鉱山保安法第47条第1項に基づき、鉱山からの排水が基準に適合しているか立入検査を行った。 適 なし

10月18日～10月20日 小坂 金属 稼行 鉱山保安法第47条第1項に基づき、鉱山からの鉱煙が基準に適合しているか立入検査を行った。 適 なし

10月25日～10月27日 細倉 金属 稼行 鉱山保安法第47条第1項に基づき、鉱山からの排水が基準に適合しているか立入検査を行った。 適 なし

10月25日～10月27日 細倉 金属 稼行 鉱山保安法第47条第1項に基づき、鉱山からの鉱煙が基準に適合しているか立入検査を行った。 適 なし

11月8日 階上青新
大理石

石灰石 廃止 鉱山保安法第39条第1項に基づき、鉱業を実施したことにより生ずる危害及び鉱害を防止するための必要な設備をすることを命ずるか否か
について調査を行った。

適 なし

11月8日～11月10日 尾去沢 金属 休止 鉱山保安法第47条第1項に基づき、鉱山からの排水が基準に適合しているか立入検査を行った。 適 なし

11月8日～11月10日 尾去沢 金属 休止 鉱山保安法第47条第1項に基づき、集積場の保守管理状況等について立入検査を行った。 適 なし

11月9日～11月10日 野田玉川 金属 休止 鉱山保安法第47条第1項に基づき、休止状態にある鉱山及び法第39条命令が発動された鉱山に対して措置が適正に実施されているかに
ついて立入検査を行った。

不適 法令手続き(有害鉱業廃棄物の報告)及び保安業務の実施(坑口閉そく、坑廃水処理施設の整備)について指導した。

11月13日 藤田貝化
石

石灰石 稼行 鉱山保安法第47条第1項に基づき、鉱山の作業場における粉じんの基準適合及び保守管理状況について立入検査を行った。 適 なし

11月14日 瑞穂 石灰石 廃止 鉱山保安法第39条第1項に基づき、鉱業を実施したことにより生ずる危害及び鉱害を防止するための必要な設備をすることを命ずるか否か
について調査を行った。

適 なし

11月14日～11月16日 尻屋 石灰石 稼行 鉱山保安法第47条第1項に基づき、鉱山からの排水が基準に適合しているか立入検査を行った。 適 なし

11月14日～11月16日 尻屋 石灰石 稼行 鉱山保安法第47条第1項に基づき、集積場の保守管理状況等について立入検査を行った。 不適 保安業務の実施(現況調査の実施、集積場の点検)について指導した。

11月21日～11月22日 三共常葉 石灰石 稼行 鉱山保安法第47条第1項に基づき、現況調査により判明した保安を害する要因を鉱業権者が適正に評価し、その結果が保安規程に反映さ
れる体制となっているか、保安規程及び鉱業上使用する工作物等の技術基準が遵守されているかについて立入検査を行った。

不適 保安業務の実施(火気の取扱い、車両系鉱山機械の技術基準維持、回転部のカバー、措置の確認・評価)について指導した。

11月21日～11月22日 花輪 金属 休止 鉱山保安法第47条第1項に基づき、鉱山からの排水が基準に適合しているか立入検査を行った。 適 なし

11月21日～11月22日 花輪 金属 休止 鉱山保安法第47条第1項に基づき、集積場の保守管理状況等について立入検査を行った。 適 なし

11月22日 八谷 金属 休止 金属鉱業等鉱害対策特別措置法第36条第2項に基づき、鉱害防止業務の実施状況等について立入検査を行った。 不適 業務規程を実態に即するよう指導した。
鉱害防止事業計画が実態と相違しているため見直すよう指導した。

12月7日 南古遠部 金属 休止 金属鉱業等鉱害対策特別措置法第36条第2項に基づき、鉱害防止業務の実施状況等について立入検査を行った。 不適 業務規程を実態に則するよう指導した。

12月7日～12月8日 東石豊川 石油・天
然ガス

稼行 鉱山保安法第47条第1項に基づき、石油坑井の保守管理状況等について立入検査を行った。 不適 保安業務の実施(休止坑井の廃坑措置、鉱業廃棄物の処理)について指導した。

12月8日 小久慈 非金属 稼行 鉱山保安法第47条第1項に基づき、現況調査により判明した保安を害する要因を鉱業権者が適正に評価し、その結果が保安規程に反映さ
れる体制となっているか、保安規程及び鉱業上使用する工作物等の技術基準が遵守されているかについて立入検査を行った。

不適 法令手続き(特定施設の届出)及び保安業務の実施(火薬類の取扱い、保安パトロール、作業マニュアルの整備)について指導
した。

12月14日～12月15日 田老 金属 廃止 鉱山保安法第47条第1項に基づき、鉱山からの排水が基準に適合しているか立入検査を行った。 適 なし

12月20日 長木 金属 休止 金属鉱業等鉱害対策特別措置法第36条第2項に基づき、鉱害防止業務の実施状況等について立入検査を行った。 不適 業務規程を実態に則するよう指導した。

12月20日 岩神 金属 休止 金属鉱業等鉱害対策特別措置法第36条第2項に基づき、鉱害防止業務の実施状況等について立入検査を行った。 不適 業務規程を実態に則するよう指導した。

12月20日 小国 金属 休止 金属鉱業等鉱害対策特別措置法第36条第2項に基づき、鉱害防止業務の実施状況等について立入検査を行った。 不適 業務規程を実態に則するよう指導した。

1月23日～1月24日 宮城石灰
岩手

石灰石 稼行 鉱山保安法第47条第1項に基づき、現況調査により判明した保安を害する要因を鉱業権者が適正に評価し、その結果が保安規程に反映さ
れる体制となっているか、保安規程及び鉱業上使用する工作物等の技術基準が遵守されているかについて立入検査を行った。

不適 法令手続き(特定施設の届出)及び保安業務の実施(投入口の整備、回転体のカバー)について指導した。

1月24日～1月25日 和賀仙人
松川

石灰石 稼行 鉱山保安法第47条第1項に基づき、現況調査により判明した保安を害する要因を鉱業権者が適正に評価し、その結果が保安規程に反映さ
れる体制となっているか、保安規程及び鉱業上使用する工作物等の技術基準が遵守されているかについて立入検査を行った。

適 なし

1月30日 板嵐 非金属 稼行 鉱山保安法第47条第1項に基づき、現況調査により判明した保安を害する要因を鉱業権者が適正に評価し、その結果が保安規程に反映さ
れる体制となっているか、保安規程及び鉱業上使用する工作物等の技術基準が遵守されているかについて立入検査を行った。

適 なし



2月15日～2月16日 野田玉川 金属 休止 鉱山保安法第47条第1項に基づき、鉱山からの排水が基準に適合しているか立入検査を行った。 不適 保安業務の実施(坑廃水の処理)について指導した。

3月4日～3月5日 八戸石灰 石灰石 稼行 鉱山保安法第41条第1項に基づく報告による災害特別検査を行った。 不適 保安業務の実施(現況調査)について指導した。

3月6日～3月7日 鷹生 石灰石 稼行 鉱山保安法第47条第1項に基づき、集積場の保守管理状況等について立入検査を行った。 不適 保安業務の実施(捨石等の処理、集積場の維持・管理、作業監督者の選任)及び法令手続き(特定施設の届出)について指導
した。

注1：操業状態の区分は、次のとおり。
　　　稼行：鉱業法に基づき鉱業が行われているもの。
　　　休止：鉱業法に基づき事業休止認可を受けたもの。
　　　廃止：鉱業法に基づき鉱業権が消滅したもの。

注2：結果の区分は、次のとおり。
　　　不適：鉱山保安法令に不適合等である事項が認められた検査等の結果。
　　　適　 ：「不適」以外の検査等の結果。


